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　調布九条の会「憲法ひろば」７月例会は、２０日、元法政大学教授の五十嵐仁さん（上写真）においでいただき、あくろすホールで開催しました。参加は４５人、司会は三浦久美子世話人（左写真）。レポートは石山久男世話人です。


　（編集部）





　衆議院での戦争法案強行採決の直後に行われた例会。五十嵐さんはまず、がっかりすることはない、バカがバカをやっただけ、審議すればするほど反対が増える、と前置きして話を始めました。新国立競技場の計画を白紙撤回してみせたが、安倍内閣の支持率は急落する一方。しかも８月には首相談話、辺野古工事承認取り消し、労働法制改悪、ＴＰＰなど沢山の爆弾をかかえている、私たちにとってのチャンスでもあると訴えました。











　第一に、安倍政権がいう戦争法案の根拠には数々のごまかしがあることを指摘。ホルムズ海峡が封鎖されたら「存立危機事態」になるというが、イランの核問題では一定の合意が成立し、ホルムズ海峡の環境は改善され、いま封鎖の危険はむしろ低下している。安全保障環境悪化の例として、自衛隊機の緊急発進の回数が10年前の７倍になったというが、30年前よりは少なくなっている。増えたのは安倍政権以後だ。朝鮮有事で逃げ遅れた母子を米軍艦が保護輸送しているのを日本の自衛艦が共同防衛する必要があるという話は、米軍艦が日本人を乗せること自体ありえないだけでなく、日本が邦人救出に失敗することを前提としている点でも、自衛艦がそばにいるならなぜ母子を自衛艦に乗せないのかという点でもおかしい。「後方支援」だから米軍に武器弾薬を供給するときも危険なところには行かない、戦闘にもならないというのもあり得ない話だ。戦闘している最前線には行かずに途中に武器弾薬を置いてきて米軍に取りにこいということは成り立つのか。北朝鮮がアメリカに向けてミサイルを発射したら日本が撃ち落とすというが、丸い地球上で北朝鮮―アメリカの最短コースをとれば日本上空は飛ばない。北朝鮮には大量の兵員を輸送する船はないので、北朝鮮軍が日本占領を目指して戦争をしかけることはありえない、などなど。











　第二に、日本が海外で戦争する国になったら、どんな不利益が生ずるかについて話されました。ベトナム戦争以来の海外派兵された多数の米兵にＰＴＳＤが発症し、戦場での死者よりも帰還後の自殺者のほうが多い実態になっている。自衛隊員にも同様のことがおこるだろう。いまＩＳによるテロが各国でおこり多数の犠牲者が生まれているが、日本もテロの対象になることは間違いない。日常生活の平和と安全が破壊されることを意味する。13年12月に決定された中期防衛力整備計画で毎年５兆円の軍事費が計上され、オスプレイ、ヘリ搭載型護衛艦（事実上の空母）などが装備される。オスプレイのような長距離輸送機でどこへ行くつもりなのか。日本周辺とは無関係のところで戦争に参加するために住民の暮らしが犠牲にされる。











　だから、将来展望がみえない安倍ビジョンではなく、武力に頼らない平和構築という対案をかかげながら、一点共闘から統一戦線の実現、政治革新へむかって運動をますます大きくひろげようと呼びかけられました。


　（石山　久男・記）
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